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分科会報告
分科会1 . 統合失調症患者の セ ル フ マ ネジメ ン トを支える看護実践から
生 じた疑問
"
患者 一 専門家間の パ ー トナ ー シ ッ プとは?
"
フ ァ シリ テ 一 夕 - : 石 井 邦 子 (千葉大学看護学部)
佐 藤 紀 子 (千葉大学看護学部)
Ⅰ . 分科会のねらい
対象者自らが持 つ 資源が有効に活用されるように支援
すると いう看護の マ ネジ メ ン ト機能に着目 し, 患者の 主
体性 を重視した患者一着護著聞の パ ー トナ ー シ ッ プ に基
づく看護援助に関する討議を行う｡
Ⅱ. 話題提供 石川かおり ( 千葉大学看護学部)
Ⅲ . 参加者 病院勤務看護師1名, 自治体保健師1
名, 大学数貞4名の 計6名
Ⅳ . 討議の概要
1 . 自己紹介
現在の 看護実践や分科会 - の 参加動機を共有 した ｡ 参
加者は , 地域住民や タ ー ミ ナ ル 期にある患者, 関わり
が困難な入院患者との パ ー トナ ー シ ッ プ に関心があり,
｢対象者が 求め る パ ー トナ ー シ ッ プ とは｣, ｢ 患者中心の
医療と は｣, 等の 疑問を持 っ て い た｡
2. 話題提供
3名の統合失調症を持 つ 人に対する セ ル フ マネジ メ ン
トを支える看護援助の 実践から , ｢患者が治療や療養に
取り組む責任を認識し専門家とパ ー ト ナ ー シ ッ プ を築く
ことを促進する｣ と い う看護援助指針の ひと つ が抽出さ
れ なか っ た研究が報告され, 以 下 の疑問が提示された ｡
･ パ ー ト ナ ー シ ッ プ とは どの ような関係性か ｡
･ 患者一専門家間の パ ー トナ ー シ ッ プ構築の要件は何か ｡
･ パ ー トナ ー シ ッ プを患者に求め る弊害はな い か｡
3 . 討議
対象者 へ の 看護実践や パ ー ト ナ ー シ ッ プ に つ い て 活発
な討議が行われた ｡ 概要を以下 に示す｡
1) パ ー ト ナ ー シ ッ プ とは どの ような関係性か
･ セ ル フ マ ネジ メ ン ト, す なわち患者の 力, 強みを引き
出すため の手段｡
･ 患者自身が 自己の 問題に気 づき, 自ら変わ ろうとする
プ ロ セ ス に付き合う こと ｡
･ パ ー トナ ー シ ッ プ には形成の段階があり, 両者 の 関係
性は 一 定ではな い ｡ 病識が な い , 治療に主体的に向き
合 っ て い な い 等の 初期の 段階で は, 看護者が 一 歩踏み
出し て 関係を作 っ て い く こ とも必要で はな い か ｡
･ 患者が援助され て い る感じを受けな い 関係が求め られ
る場合もあれば , 援助する存在で ある こと を示し て 関
わる の が 有効な場合もある｡ 状況 によ っ て , パ ー ト
ナ ー シ ッ プ の あり方は異なる｡
･ 患者- 看護者間の信頼関係作りその ものが パ ー トナ ー
シ ッ プ と言える の で はな い か ｡
2) 患者一専門家間の パ ー ト ナ ー シ ッ プ構築の要件
･ 患者と専門職の双方が , 相手をパ ー ト ナ ー と して 選 ぶ
こ と｡ 患者が専門家と パ ー ト ナ ー に な る こ とを望み ,
専 門家もパ ー トナ ー と して 関わる意思 がある こと ｡
･ パ ー ト ナ ー シ ッ プ を形成すると いう専門職間の 意思統
一
｡ そ の た めには組織内の つ ながりを強化するチ ー ム
と し て の取り組みが必要｡
･ 目標を共有 して い る こ と ｡ 看護者が考える目標 で はな
く, 本人が掲げて い る目標で ある ｡ 本人が問題意識を
も っ て い な い 場合や 目標が見出せな い ときには, 将来
を予測し共に考える姿勢を示すことが求め られ る ｡
･ 適切な情報提供 ｡ 共有で きる目標 を引き出せ る情報,
患者が成長で きる情報等｡ 患者の 主体性を尊重 し つ
つ
, 看護者の視点から の 意見を提示する｡ 押 し付けな
い ｡ 患者に提供する情報提供の量や 内容は, 患者の 状
況に応 じて 看護職が判断するこ とも求められる ｡
3) パ ー ト ナ ー シ ッ プを患者に求め る弊害
･ 患者か ら専門家に対する働きか けも必要なこと から ,
病識がな い 人 , 依存的な人 と の パ ー トナ ー シ ッ プ構築
をどうするか ｡
･ 入院中な どの患者が パ ー トナ ー を選 べ な い 状況下 で の
パ ー ト ナ ー シ ッ プ構築をどうするか ｡
Ⅴ . まとめ
討議 を通して , 暖昧だ っ た パ ー トナ ー シ ッ プの概念が
少 しず つ で はあ っ た が明確にな っ て い っ た ｡ また , 自分
たち の 日 々 の 実践の中から, パ ー トナ ー シ ッ プ形成に つ
ながるケ ア を見出すこ ともで きた ｡ 今後は , 患者の 個別
性やおかれ て い る状況によ っ て異なる パ ー トナ ー シ ッ プ
の 多様性を意識 し つ つ , パ ー トナ ー シ ッ プに関する考え
を深め て い きた い と いう こと で 終結した｡
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